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美術の部　　題は自由、1人1点、10号以内（額装に限る）

写真の部　　題は自由、1人1点、４つ切り以上全紙まで

文芸の部　　題は自由、短歌・俳句・川柳は1人２首（句）以内。

　　　　　　随筆・詩は原稿用紙２枚程度で１人１篇

書道の部　　書体は自由、１人１点、半切以下、表装又は仮巻きのこと

手芸の部　　ローケツ染め、刺繍、編み物、リボンフラワー、粘土、木目込人形、パッチアーク等、１人１点

工芸の部　　陶芸、木彫、竹細工等の工芸、染色等１人１点

拓本・写経の部　題は自由、1人1点

華道の部　　生花、投入花、盛花、１人１点

芸能の部　　芸能一般

　　　　　　　　　  　 

美術の部　　題は自由、８つ切、縦横自由、画材自由（小中学生は額縁なし、平面に限る）

書道の部　　園児・児童は楷書、中学生は行書、１人１点、半紙縦書き、作品に学校名、学年、氏名を記入、学

　　　　　　校・保育所等を通じて依頼

文芸の部　　　　１０月１９日（木）

その他の部門　　１０月２４日（火）～２５日（水）午前10時から午後4時までに勝山ふれあいセンターへ　

　　　　　　　　搬入して下さい。

富士河口湖町第３回文化祭第３回文化祭第３回文化祭第３回文化祭

（財）山梨県体育協会「富士北麓公園」で、北麓ファミリースポーツフェスティバルを開催致します。

美しい富士北麓の大自然の中で、家族のふれあいの場として伸び伸びと心地よい汗を流してください。

景品を多数用意して皆様のお越しをお待ちしています。

【期　日】１１月３日（金）　　　【会　場】富士北麓公園　陸上競技上他

【参加対象】クラスＡ　家族グループ（必ず成人１名が入る事）

　　　　　クラスＢ　小学生グループ（小学生だけで構成）（中学生は成人対応）

　　　　　※原則１グループ４名とするが３名又は５名でも可

【募集数】先着５０組　　　　　　【参加料】１グループ２００円

【申込み】１０月１日（日）～１０月２７日（金）午後5時まで　

　　　　　富士北麓公園管理事務所窓口へ直接申し込むか、電話・ＦＡＸまたはメールにて申し込む。

　　　　　メールの場合ホームページからダウンロードしメールに添付する。代表者名などの記入事項

　　　　　を明記すること。

　　　　　電話３６５１　ＦＡＸ２４－３３６８　ホームページhttp://www.mfi.or.jp/hokuroku/

平成１８年度北麓ファミリースポーツフェスティバル

＝出展作品大募集＝

（学校・保育所等を通じて募集します）

部　門　　募集内容等

締切り

園児・児童・生徒部門

オリエンテーリング&チャレンジ・ザ・ゲーム
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第
21
回
富
士
河
口
湖
町

　
　
　
住
民
ゴ
ル
フ
会
参
加
者
募
集

町
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

　
　
親
子
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
練
習
会

再
就
職
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
&

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
者
募
集

町
制
祭
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

町
制
祭
第
３
回
軟
式
野
球
大
会

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

募
　
　
集

■
日
　
時
　
11
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

■
場
　
所
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ク
ラ
ブ

■
参
加
資
格
　
本
町
在
住
者
及
び
出
身
者

■
競
技
方
法
　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
、
新
ペ
リ

　
　
　
　
　
　
ア
方
式
に
よ
る
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
デ
ィ
戦

■
参
加
料
　
　
２
０
０
０
円
（
賞
品
・
パ
テ
ィ
ー
代
含
）

　
　
　
　
　
　
プ
レ
イ
代
1
3
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
キ
ャ
デ
ィ
・
食
事
付
）
　
　

■
締
切
日
　
10
月
20
日
（
金
）
　
■
定
　
員
　
60
名

■
申
込
先
　
各
地
区
役
員
又
は
サ
ム
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
℡
73
‐
２
２
６
４
　F

A
X

83
‐
２
８
６
４

■
大
会
日
　
10
月
29
日
（
日
）・
午
前
７
時

　
　
　
　
　
（
予
備
日
11
月
５
日
（
日
）
）

■
試
合
会
場
　
町
民
グ
ラ
ン
ド
・
鐘
突
き
堂
グ
ラ
ン
ド

■
参
加
資
格

　
�
参
加
資
格
に
つ
い
て
は
、
町
在
住
者
に
限
る
。
平
成

　
　
18
年
４
月
１
日
に
、
町
に
住
所
を
定
め
て
い
る
事
。

　
　
（
代
表
者
会
議
ま
で
に
参
加
選
手
の
住
定
確
認
を
行

　
　
い
ま
す
）
ま
た
、
町
に
住
所
を
定
め
て
い
な
く
と
も
、

　
　
就
業
先
が
町
内
の
企
業
で
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り

　
　
で
な
い
。
但
し
、
選
手
参
加
名
簿
に
会
社
の
認
証
を

　
　
必
ず
提
示
す
る
。

　
�
そ
の
他
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
参
加
チ
ー
ム
が
決
定

　
　
次
第
代
表
者
会
議
に
お
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
参
加
費
用
　
５
千
円
　
町
軟
式
野
球
協
会
費
５
千
円

■
申
込
期
限
　
10
月
16
日
（
月
）
　
期
日
厳
守

■
申
込
先
　
　
北
村
ス
ポ
ー
ツ
（
富
士
河
口
湖
町
小
立
）

■
日
　
時
　
　
11
月
６
日
（
月
）

■
場
　
所
　
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
３
０
０
０
円
（
税
・
諸
経
費
含
む
）

■
特
　
典
　
　
昼
食
・
練
習
ボ
ー
ル
（
30
球
）
付
き

■
申
込
期
間
　
11
月
１
日
ま
で(

申
込
み
用
紙
あ
り)

●
問
合
せ
先
　
船
津
財
産
区
事
務
局
（
72-

１
１
１
２
）

※
１
～
２
名
の
個
人
参
加
も
可
能
で
す
が
、
他
の
個
人
参

　
加
者
が
い
て
、
混
合
の
組
を
編
成
で
き
る
場
合
は
右
記

　
の
金
額
で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
２
名
以
下
の
組
だ
と
キ

　
ャ
デ
ィ
ー
フ
ィ
ー
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
14
・
15
・
21
・
22
日

　
　
　
　
　
　(

土
曜
日
は
午
前
中
・
日
曜
日
は
午
後)

■
対
　
象
　
ス
キ
ー
ブ
ー
ツ
が
21
�
以
上
の
親
子

■
集
合
場
所
　
民
宿
　
八
木
崎
園
（
小
立
９
１
２
の
１
）

　
土
曜
日
は
午
前
９
時
　
日
曜
日
は
午
後
１
時

※(

移
動
方
法
は
原
則
と
し
て
各
自
の
自
家
用
車
と
す
る)

■
場
　
所
　
サ
ン
パ
ー
ク
都
留
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場

■
指
導
者
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
、サ
ン
パ
ー
ク
都
留
、

　
　
　
　
　 

北
麓
レ
ー
シ
ン
グ

■
費
　
用
　
１
回
に
つ
き
高
校
生
以
下
1
0
4
0
円

　
　
　
　
　
大
人
1
5
7
0
円(
レ
ン
タ
ル
込
み)

◆
注
意
事
項
　

　
・
雨
天
決
行
で
す
。
カ
ッ
パ
、
タ
オ
ル
、
手
袋
、
着
替
え
等

　 
 

が
必
要
で
す
。

　
・
参
加
は
無
料
で
す
が
、
滑
走
料
、
飲
食
代
は
個
人
負
担

　 
 

と
な
り
ま
す
。

　
・
け
が
、
事
故
等
の
保
険
は
、
各
自
に
て
ご
加
入
を
お
願

　 
 

い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
　

　
　
　
　
坂
本
栄
樹
　
�
0
9
0-

47
4
9-

4
0
0
7

　
　
　
　F

A
X

0
5
5
5-

72-

1
7
3
6
　
民
宿
八
木
崎
園

■
日
　
時
　
10
月
23
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
第
２
会
議
室

■
対
応
者
　
中
島
大
督
弁
護
士
（
山
梨
県
弁
護
士
会
）

■
定
　
員
　
６
名
（
１
名
相
談
時
間
30
分
）

■
申
込
み
　
10
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
受
付
け
ま
す
（
先
着
６
名
）

●
申
込
先
　
町
役
場
企
画
課
（
72
‐
６
０
２
３
）

　
ど
な
た
で
も
無
理
な
く
楽
し
く
で
き
る
ヨ
ガ
の
サ
ー

ク
ル
で
す
。
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

■
日
　
時
　
毎
週
火
曜
日
　
10
時
～
11
時
30
分

　
※
木
曜
日
も
あ
り
ま
す

■
場
　
所
　
小
立
地
区
公
民
館

●
問
合
先
　
藤
森
　(

℡
87
‐
2
6
3
6)

①
セ
ミ
ナ
ー

■
日
　
時
　
11
月
１･

２
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
内
　
容
　
応
募
書
類
の
書
き
方
・
面
接
対
策
等

■
定
　
員
　
30
人
（
要
申
込
）

②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■
日
　
時
　
11
月
14
・
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時(

1
人
約
50
分)
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マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園

平
成
十
九
年
度
入
園
願
書
配
布
の
お
知
ら
せ

久
保
田
一
竹
美
術
館
開
館
記
念

富
士
河
口
湖
町
民
感
謝
の
日
・
特
別
無
料
招
待
券

子
育
て
支
援
講
習
会

「
役
立
つ
幼
児
教
育
、心
・
知
恵
・
体
」(

無
料)

＝
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
＝

障
害
者
総
合
相
談
所

県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場

＝
調
停
相
談
＝

お
知

ら
せ

「
第
２
回
富
士
山
一
周
ド
リ
ー
ム
ウ
オ
ー
ク
」

　
　
参
加
者
募
集
中
！

～
「
富
士
山
を
世
界
遺
産
に
！
」
の
思
い
込
め
～

■
内
　
容
　
個
別
就
職
相
談

■
場
　
所
　
①
②
と
も
富
士
吉
田
市
民
会
館
５
階

　
　
　
　
　
第
６
会
議
室

■
定
　
員
　
20
人
（
要
申
込
）

③
ガ
イ
ダ
ン
ス

■
日
　
時
　
11
月
17
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

■
内
　
容
　
概
ね
35
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象
と
し
た

　
　
　
　
　
合
同
就
職
面
接
会

■
場
　
所
　
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

■
対
象
者
　
①
②
③
と
も
概
ね
35
歳
以
上
の
求
職
者

■
参
加
費
　
無
　
料

●
問
合
先
　
県
労
政
雇
用
課
地
域
雇
用
担
当
　

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
5
6
2

　　
日
本
富
士
山
協
会
で
は
「
第
２
回
富
士
山
一
周
ド
リ
ー

ム
ウ
オ
ー
ク
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
富
士
山

麓
を
一
周
す
る
1
9
2
�
の
コ
ー
ス
を
、
毎
月
約
16
�
を

歩
い
て
１
年
で
一
周
し
ま
す
。12
回
参
加
し
て
富
士
山
を

一
周
す
る
と
「
富
士
山
一
周
完
歩
」
記
念
品
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
す
。
ま
た
好
き
な
コ
ー
ス
や
、
好
き
な
季
節
だ

け
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
開
催
日
　
10
月
7
日(

土)

～
平
成
19
年
9
月
4
日(

火)

■
実
施
日
　
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
１
土
曜
日
及
び
翌
週

　
　
　
　
　
の
火
曜
日

■
料
　
金
　
各
回
２
５
０
０
円
～
３
５
０
０
円

●
問
合
先
　
日
本
富
士
山
協
会
　
℡
22
‐
５
１
７
５

■
日
　
時
　
11
月
２
日
（
木
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館

■
対
応
者
　
山
梨
県
弁
護
士
会
弁
護
士
４
名

■
定
　
員
　
30
名
前
後

●
申
込
先
　
財
法
律
扶
助
協
会
山
梨
県
支
部
・

　
　
　
　
　
山
梨
弁
護
士
会
（
0
5
5
‐
2
3
5
‐
7
2
0
2
）

■
日
　
時
　
10
月
18
日(

水)

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所 

[

下
吉
田
第
２
小
学
校
前]

■
相
談
者
　
調
停
委
員
・
司
法
委
員
・
参
与
員

■
内
　
容
　
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
、
土
地
・
建
物 

 

　
　
　
　
　
な
ど
の
貸
し
借
り
な
ど

■
主
　
催
　
富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所
管
内
調
停
協
会
　

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所(

℡
22-

0
5
3
7)

 

|
幼
稚
園
は
、
子
供
が
は
じ
め
て
出
会
う
学
校
で
す
|

■
願
書
配
布
　
10
月
１
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
月
～
金
曜
日
　
午
後
６
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
土
曜
日
　
　
　
午
前
中
（
要
連
絡
）

■
対
象
児
童
　
３
歳
児
30
名
、
就
学
自
前
児
童
若
干
名

■
説
明
会
　
　
火
・
木
曜
日
　
午
前
10
時
半
～
正
午

　
※
１
ク
ラ
ス
２
名
の
保
育
士
担
当
、
英
語
保
育
、
カ
リ

　
　
キ
ュ
ラ
ム
体
験
入
園
可
　
＊
延
長
保
育
、
幼
稚
園
生

　
　
活
、
幼
児
教
育
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
い
た
し

　
　
ま
す
。

●
問
合
せ
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
　
℡
72
‐
5
5
2
2

■
日
　
時
　
10
月
15
日(

日)

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容
　
①
生
活
相
談
　
②
職
業
相
談

　
　
　
　
　
　
③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　
　
　
④
結
婚
相
談

■
相
談
者
　
渡
辺
　
武
士(

県
身
体
障
害
者
担
当
者)

　
　
　
　
　
　
富
士
ヶ
嶺
地
区
障
害
者
・
富
士
ヶ
嶺
地
区

　
　
　
　
　
　
民
政
員
・
南
都
留
郡
身
体
障
害
者
相
談
員

●
問
合
先
　
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
森
沢
　
℡
0
5
5-

2
5
2-

0
1
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
5
1-

3
3
4
4

　
常
日
頃
よ
り
、
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
に
感
謝

し
、
こ
の
度
、
町
民
の
方
々
を
特
別
無
料
招
待
致
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
26
日(

木)

　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
～
午
後
５
時
30
分(

最
終
入
館
は
午
後
５
時)

■
入
館
方
法
　
受
付
に
て
町
民
で
あ
る
事
の
証
明
書
を

　
ご
提
示
下
さ
い
。(

運
転
免
許
証
・
町
民
優
待
カ
ー
ド
等)

●
問
合
先
　
久
保
田
一
竹
美
術
館
　
℡
76-

8
8
1
1

■
日
　
時
　
10
月
21
日(

土)

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場
前
特
設
会
場

■
内
　
容
　
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
広
場
、
ま
つ
り
広
場(

市
町
村
コ
ー
ナ
ー
、
体

　
　
　
　
　
験
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
各
種

　
　
　
　
　
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
屋
台
コ
ー
ナ
ー
、
環

　
　
　
　
　
境
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト)

　
　

　
小
学
校
６
年
間
を
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に

は
、
幼
児
期
に
心
と
体
、
知
能
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
成
長
し

て
い
る
事
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
の

対
応
次
第
で
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

■
内
　
容
　
一
、幼
児
期
に
整
え
て
お
き
た
い
体
の
バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
二
、知
能
の
特
効
薬
“
好
奇
心
”
と
そ
の
環
境

■
講
　
師
　
西
野
　
正
祥 

(

西
野
整
骨
院
院
長)



広
報
富
士
河
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『
雇
っ
た
ら
　
入
る
。
』

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
代
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

石
綿
業
務
従
事
者
特
別
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
最
低
賃
金

「
第
２５
回
関
東
甲
信
越
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
」

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

山梨県最低賃金は、
1時間　　６5５円

詳しくは
山梨労働局賃金室へ
(０５５－２２５－２８５４)

　
　
　
　
　
庄
司
日
出
夫 

(

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

■
日
　
時
　
十
月
二
十
一
日(

土)

　
午
前
10
時
～
正
午

■
場
　
所
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園

■
対
　
象
　
０
歳
児
か
ら
就
学
前
幼
児
の
保
護
者

●
問
合
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園 

(

�
72
‐
５
５
２
２)

※
当
日
は
、
保
育
士
が
、
絵
本
や
遊
び
、
簡
単
な
お
や 

　
つ
で
、
お
子
様
の
お
世
話
を
い
た
し
ま
す
。
講
演
後
、
子

　
育
て
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

※
施
設
開
放

　
　
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
に
幼
稚
園

　
の
施
設
を
開
放
し
て
お
り
ま
す
。
森
の
散
策
や
自
然
観

　
察
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く

　
は
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
来
年
４
月
か
ら
改
正
さ
れ
る
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
つ
い
て
、
説
明
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
性
別
に
よ
る
差

別
禁
止
の
範
囲
の
拡
大
等
、
今
回
の
改
正
点
を
分
か
り
や

す
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
30
日(

月)

午
後
１
時
半
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
甲
府(

甲
府
市
朝
気
１-

２-

１)

■
対
　
象
　
企
業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
、
労
働
者
等

■
内
　
容
　
①
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
つ
い
て

　 

　
　
　
　
　
【
厚
生
労
働
省
　
均
等
業
務
指
導
室
長
】

　
　
　
　
　
②
最
近
の
女
性
労
働
判
例
の
動
向
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て
　
【
弁
護
士
】
　

■
申
し
込
み
　
電
話
で
山
梨
労
働
局
雇
用
均
等
室
ま
で

　
　
　
　
　
　(

℡
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
９)

　
10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
。

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
都
留
労
働
基
準
監
督
署
　
第
２
課

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
43
‐
２
１
９
５

　
　
　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
士
吉
田
　
適
用
係

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
５
‐
23
‐
８
６
０
９

　
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
て
い
た
も

の
の
、
石
綿
健
康
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方
の
う
ち
、
次

の
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方
に
は
、
無
料
で
健
康
診
断

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

�
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で
き
る
こ
と
。

�
初
回
ば
く
露
か
ら
１
０
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

�
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い
た
事
業
場
が
廃
業
や

　
倒
産
、
退
職
者
に
対
す
る
健
康
診
断
を
拒
否
等
の
理
由

　
で
石
綿
健
康
診
断
を
受
信
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

�
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

■
受
付
期
間
　
11
月
１
日(

水)

～
11
月
17
日(

金)

●
問
合
せ
先
・
申
請
場
所

　(

財)

山
梨
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー

　(

山
梨
市
落
合
８
６
０
℡
0
5
5
3-

22-

7
8
9
8)

　
　
　
　
　
　
　

　
交
通
児
童
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
は
、
自
動
車
事
故

に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残

っ
た
方
の
児
童(

０
歳
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の

遺
児
等)

を
対
象
に
し
て
政
府
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し

す
る
制
度
で
す
。

＝
貸
付
の
あ
ら
ま
し
＝

★
対
象
者
　
貸
付
の
対
象
は
、
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
の
子
供
本
人
。

★
申
込
者
　
そ
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
の
方
。

★
金
　
額
　(

一
人
に
つ
き)

　
　
　
　
　
は
じ
め
に
一
時
金
　
15
万
５
千
円

　
　
　
　
　
貸
付
期
間
中
毎
月
２
万
円

　
小
・
中
学
校
に
入
学
し
た
際
支
度
金
　
４
万
４
千
円

★
期
　
間
　
貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

　
　
　
　
　
で
の
月
。

★
利
　
子
　
無
利
子
で
す
。

★
返
還
方
法
　
割
賦(

月
賦
・
半
年
年
賦
・
年
賦
か
ら
選
択

　
で
き
ま
す)

に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払
い
で
す
。

★
返
還
時
期
　
中
学
校
卒
業
後
１
年
間
据
え
置
い
て
か

　
　
ら
、
返
還
。

★
返
還
猶
予
　
中
学
校
を
卒
業
し
て
高
校
・
大
学
等
に
進

　
　
学
し
た
場
合
、
在
学
期
間
中
は
返
還
を
猶
予
。

●
問
合
先
　
独
立
行
政
法
人

　
　
　
　
　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
山
梨
支
所

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
6
2-

1
0
8
8

　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5-

2
6
2-

1
0
8
9

　
「
山
梨
県
最
低
賃
金
」
は
、
平
成

18
年
10
月
１
日
よ
り
現
行
の
１
時
間

６
５
１
円
か
ら
１
時
間
６
５
５
円
に

４
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
山
梨
労
働
局
賃
金
室
又
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

　
糖
尿
病
患
者
様
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
の
方
や
糖
尿
病

な
ど
に
興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

■
日
　
程
　
10
月
29
日(

日)

　
　
　
　
　
午
前
９
時
45
分
～
午
後
４
時
45
分

■
場
　
所
　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府(

甲
府
駅
北
口)

■
参
加
費
　
無
料(

一
般)

■
申
込
方
法
　
事
前
申
し
込
み
な
し
、
当
日
自
由
参
加

●
問
合
先
　
山
梨
大
学
医
学
部
第
三
内
科

　
　
　
　
　
事
務
　
堀
内
牧
子

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５-

２
７
３-

９
６
０
２
　
　

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５-

２
７
３-

９
６
８
５



広
報
富
士
河
口
湖
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
（
１
）�

金
銅
薬
師
如
来
立
像

　
像
高
四
七.
九
㎝
、
髪
際
下
四
四.
五
㎝
、
面
長
五
㎝
、

　
面
幅
四.
八
㎝
、
面
深
六.
五
㎝
、
肩
張
九.
五
線
㎝
、

　
肘
張
一
三
㎝
、
裾
張
一
三
㎝
、
台
座
一
二.
四
㎝
、

　
内
径
一
二
㎝

　
こ
の
像
は
鎌
倉
時
代
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
。
や
や
撫

で
肩
で
ほ
っ
そ
り
と
し
た
躰
躯
に
表
さ
れ
、
通
肩
に
ま
と

っ
た
柄

衣
は
胸

前
を
広

め
に
露

わ
し
て

い
る
。

衣
の
襞

は
総
じ
て
ぬ
け
勾
配
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
像
の
前
面

は
鋭
く
、
両
側
面
は
交
互
に
強
弱
を
反
復
し
て
抑
揚
を
み

せ
、
背
面
は
鈍
化
し
て
円
味
を
帯
び
て
い
る
な
ど
、
そ
の

部
位
に
よ
っ
て
意
匠
を
異
に
し
て
い
る
。
低
め
の
内
髻
に

作
り
出
さ
れ
た
大
粒
の
宝
髪
に
は
一
々
施
毛
が
見
ら
れ
、

鎌
倉
仏
に
は
通
有
な
髪
際
の
波
形
は
あ
ま
り
顕
著
で
な
い

口
は
む
し
ろ
小
さ
め
で
あ
る
。
一
宮
所
超
願
寺
木
造
阿
弥

陀
如
来
立
像
の
そ
れ
に
や
や
近
い
が
、
超
願
寺
像
の
や
や

沈
痛
な
表
情
と
比
べ
る
と
、
本
像
の
表
情
は
明
る
く
若
々

し
い
。
ま
た
両
側
面
の
衣
丈
な
ど
、
い
ず
れ
も
リ
ズ
ミ
カ

ル
で
勢
い
が
あ
る
。

　
こ
の
鋳
像
の
原
型
は
お
そ
ら
く
木
彫
像
で
割
り
型
に
よ

る
制
作
と
考
定
さ
れ
る
。
鏨
に
よ
っ
て
目
鼻
立
ち
か
た
宝
髪

の
細
部
に
至
る
ま
で
入
念
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
も

ち
ろ
ん
鋳
バ
リ
や
　
、
あ
る
い
は
型
持
の
跡
は
全
く
認
め
ら

れ
な
い
。
鍍
金
は
大
分
剥
落
古
色
を
呈
し
て
い
る
が
、
造
顕

当
初
の
様
相
が
わ
ず
か
な
が
ら
し
の
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

常
在
寺
薬
師
如
来
立
像
の
ご
と
き
、
造
像
の
素
材
の
面
か
ら

す
れ
ば
奈
良
時
代
を
限
り
に
久
し
く
絶
え
て
い
た
治
鋳
の

技
法
が
復
活
し
、
一
方
善
光
寺
如
来
や
清
涼
寺
式
釈
迦
像
に

対
す
る
特
別
の
信
仰
か
ら
起
こ
る
両
様
式
の
混
乱
が
あ
ら

わ
れ
、
さ
ら
に
は
こ
の
像
の
原
型
が
鎌
倉
期
と
い
う
時
代
の

特
色
が
に
じ
み
出
た
木
彫
像
で
あ
る
こ
と
な
ど
無
銘
と
は

い
え
比
較
的
金
銅
仏
の
少
な
い
本
県
に
は
善
光
寺
如
来
像

と
し
て
現
在
最
古
の
建
久
之
年
（
一
二
九
五
年
）
銘
の
甲
府

善
光
寺
像
に
次
ぐ
像
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に

郷
土
研
究
会
の
植
松
又
次
先
生
は
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
２
）�
下
山
御
消
息

　
本
書
は
下
山
兵
衛
四
郎
に
あ
て
た
日
蓮
の
静
動
、
安
否
、

様
子
、
事
情
な
ど
を
記
し
た
日
蓮
の
遺
文
で
あ
る
。
下
山

兵
衛
四
郎
と
は
下
山
兵
庫
光
基
と
い
い
、
日
蓮
が
弘
安
五

年
（
一
二
八
二
）
九
月
八
日
病
身
を
癒
す
た
め
に
身
延
山

を
下
山
、
常
陸
国
（
茨
城
県
）
の
湯
に
向
か
っ
た
。
八
日
に
身

延
山
を
離
れ
た
日
蓮
は
、
そ
の
夜
下
山
兵
衛
四
郎
の
家
に
泊

ま
っ
た
。
兵
衛
四
郎
は
日
蓮
に
帰
依
し
た
下
山
の
地
頭
で
居

館
に
阿
弥
陀
の
像
を
安
置
、
僧
因
幡
を
招
い
て
阿
弥
陀
経
を

　
県
立
博
物
館
よ
り
一
周
年
記
念
特
別
展
「
祈
り
の
か
た
ち 

甲
斐
の
信
仰
」
展
の
開
催
に
際
し
て
、

来
る
十
月
十
四
日
（
土
）
か
ら
十
一
月
二
十
日
（
日
）
の
三
十
八
日
間
の
貸
し
出
し
依
頼
が
あ
り
、
常
在

寺
も
こ
れ
に
賛
同
し
、
金
銅
薬
師
如
来
立
像
を
出
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
常
在

寺
に
所
蔵
す
る
宝
物
二
点
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

堀
内
　
優
奈
　
　
一
　
仁
　
美
佐
子
　
船
津

中
沢
　
　
和
　
　
　
尊
　
　
綾
　
香
　
船
津

杉
山
　
和
樹
　
　
直
　
幸
　
利
　
香
　
船
津

加
藤
　
摩
音
　
　
正
　
樹
　
幸
　
恵
　
船
津

渡
邉
　
夏
海
　
　
淳
　
二
　
和
　
代
　
船
津

湊
　
　
快
斗
　
　
和
　
彦
　
さ
か
え
　
船
津

下
野
　
駿
太
　
　
雅
　
之
　
博
　
美
　
船
津

東
　
　
佑
樹
　
　
一
　
孝
　
由
化
里
　
船
津

梶
原
　
梨
玖
　
　
光
　
将
　
綾
　
香
　
船
津

森
下
　
衣
緒
　
　
真
　
人
　
麻
衣
子
　
船
津

宮
下
　
汰
心
　
　
　
修
　
　
恵
津
子
　
船
津

渡
邉
　
　
太
　
　
真
　
人
　
夕
記
子
　
船
津

白
石
　
朋
聡
　
　
浩
　
隆
　
幸
　
江
　
船
津

三
浦
日
菜
子
　
　
友
　
寛
　
美
由
喜
　
船
津

三
枝
　
真
優
　
　
栄
　
次
　
千
　
絵
　
小
立

平
山
　
心
伶
　
　
大
　
介
　
千
　
春
　
小
立

細
田
　
乃
愛
　
　
　
潤
　
　
真
奈
美
　
小
立

平
尾
　
竜
士
　
　
洋
　
之
　
春
　
菜
　
小
立

渡
邊
侑
太
朗
　
　
尚
　
夫
　
り
え
子
　
小
立

古
屋
　
太
陽
　
　
　
隆
　
　
栄
　
美
　
河
口

天
野
　
澪
那
　
　
恭
　
秀
　
か
お
り
　
河
口

堀
内
　
潤
人
　
　
寛
　
士
　
美
　
佳
　
大
石

堀
内
　
翔
鷹
　
　
　
諭
　
　
松
　
美
　
大
石

湯
本
　
智
穂
　
　
正
　
隆
　
真
　
弓
　
勝
山

朝
比
奈
愛
里
　
　
　
伸
　
　
由
　
梨
　
西
湖
南

梶
原
　
　
隆
　
75
歳
　
梶
原
　
秋
子
　
船
津

小
野
喜
代
子
　
84
歳
　
小
野
　
良
一
　
船
津

【
8
月
19
日
か
ら
9
月
19
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

ゆ
　
な

か
ず
き

ま
　
お

な
つ
み

か
い
と

し
ゅ
ん
た

ゆ
う
き

り
　
く

い
　
お

た
い
し

し
ょ
う
た

と
も
さ
と

ま
ゆ
う

み
れ
い

の
　
あ

り
ゅ
う
じ

た
い
よ
う

れ
　
な

ひ
ろ
と

し
ょ
う
た

ち
　
ほ

あ
い
り

ひ
　
な
　
こ

ゆ
う
た
ろ
う

や
ま
と
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いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
町の文化財紹介

読
誦
さ
せ
る
と
い
う
念
仏
論
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
僧
因
幡

は
日
蓮
に
帰
依
し
阿
弥
陀
経
の
か
わ
り
に
「
妙
経
」
を
唱
え

た
た
め
兵
庫
は
そ
れ
を
喜
ば
な
か
っ
た
。
因
幡
は
こ
の
こ
と

を
日
蓮
に
相
談
し
た
。
日
蓮
は
兵
庫
を
諭
す
た
め
一
典
の
経

本
を
著
し
、
兵
庫
に
与
え
る
こ
と
に
し
た
。
兵
庫
は
こ
の
経

典
を
一
目
見
る
な
り
、
発
信
し
て
自
ら
受
戒
、
日
蓮
聖
人
に

帰
依
し
法
名
を
法
重
日
芳
と
し
、
居
館
に
建
て
た
寺
が
本
国

寺
だ
と
い
う
。

　
下
山
御
消
息
は
現
在
千
葉
県
小
湊
誕
生
寺
ほ
か
全
国
の

主
要
寺
院
三
十
数
か
寺
に
散
在
し
て
い
る
そ
の
一
枚
で
あ

る
。

 

べ
き
人
々
も
同
意
し
た
る
と
ぞ
聞
へ
し

夜
中
に
日
蓮
が
小
庵
に
数
千
人
押
し
寄
せ
て

殺
害
せ
ん
と
せ
し
か
ど
も
い
か
ん
が
し
た
り
け
ん

其
の
夜
の
害
も
ま
ぬ
か
れ
ぬ
然
れ
ど
も
心
を
合
わ

せ
た
る
事
な
れ
ば
寄
せ
た
る
者
も
科
な
く
て

大
事
の
政
道
を
破
る
。日
蓮
が
生
た
る
不

思
議
な
り
と
て
伊
豆
の
国
へ
流
さ
れ
ぬ

 

　
以
上
が
常
在
寺
に
残
る
「
下
山
御
消
息
」
の
断
簡
で
あ
る

が
内
容
は
次
の
通
り

　
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
七
月
一
六
日
、
日
蓮
は
国
家

鎮
護
の
た
め
の
「
立
正
安
国
論
」
を
著
し
、
幕
府
に
献
上

し
た
。
「
立
正
安
国
論
」
は
法
然
の
念
仏
浄
土
宗
を
批
判

し
た
も
の
で
、
中
で
も
一
貫
し
て
他
宗
を
批
判
し
た
の
に

有
名
な
「
念
仏
無
間 
 

禅
天
魔 

 

真
言
亡
国 

 

律
国
賊
」

の
四
箇
格
言
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
華
経
を
信
ず
る
こ

と
が
第
一
で
あ
る
と
幕
府
に
進
言
す
る
が
、
聞
き
入
ら
れ

な
か
っ
た
。
念
仏
は
当
時
最
も
盛
ん
な
宗
教
で
あ
り
、
時

の
権
力
者
が
信
仰
し
て
い
た
の
で
日
蓮
に
対
す
る
反
発
が

強
か
っ
た
。
「
立
正
安
国
論
」
を
幕
府
に
奉
上
し
て
四
十

日
目
の
八
月
二
七
日
夜
、
念
仏
信
者
を
中
心
と
す
る
群
衆

は
暴
徒
と
な
っ
て
松
葉
ヶ
谷
の
日
蓮
の
草
庵
を
襲
っ
た
。

日
蓮
は
岩
穴
に
数
日
身
を
隠
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
信
者
の

富
木
常
忍
ら
に
助
け
ら
れ
て
下
総
（
千
葉
県
）
に
逃
れ
、

翌
年
五
月
再
び
鎌
倉
に
姿
を
現
し
た
と
こ
ろ
を
捕
ら
え
ら

れ
、
伊
豆
に
流
罪
と
な
っ
た
。

 
 

こ
の
様
に
書
か
れ
て
お
り
、
去
る
六
月
七
日
立
正
大
学

名
誉
教
授
の
中
尾
堯
先
生
に
鑑
定
を
依
頼
、
縦
二
八.
八
セ

ン
チ
、
横
二
十
セ
ン
チ
、
七
行
分
の
断
片
が
軸
装
さ
れ
て

い
る
紙
質
と
独
特
の
筆
跡
か
ら
日
蓮
の
真
筆
と
確
認
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
審
議
会
委
員
　
　
小
佐
野
　
安

日 
 
 

時
　
11
月
7
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,686人
(＋26)

 12,639人
(＋14)

 13,047人
　(＋12)

 8,668  
(＋10)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

9月1日現在の
人口・世帯

渡
辺
ち
あ
き
　
31
歳
　
渡
辺
　
　
司
　
船
津

門
岡
柘
植
子
　
86
歳
　
門
岡
　
和
明
　
船
津

　
橋
　
利
彦
　
60
歳
　
　
橋
　
信
子
　
船
津

内
藤
美
佐
子
　
92
歳
　
内
藤
　
良
男
　
船
津

渡
邊
か
め
子
　
95
歳
　
渡
邊
　
忠
保
　
小
立

大
石
　
　
昭
　
79
歳
　
大
石
　
伸
一
　
小
立

大
石
　
星
吾
　
76
歳
　
大
石
　
睦
司
　
小
立

梶
原
　
仁
美
　
88
歳
　
梶
原
　
　
緑
　
大
石

堀
内
け
さ
子
　
64
歳
　
堀
内
　
勝
治
　
大
石

在
原
　
廣
政
　
88
歳
　
在
原
　
　
進
　
勝
山

大
石
　
久
作
　
82
歳
　
大
石
　
正
夫
　
勝
山

丸
山
　
秀
次
　
59
歳
　
丸
山
　
春
美
　
勝
山

堀
内
　
綾
美
　
13
歳
　
堀
内
　
幸
一
　
勝
山

三
浦
ア
サ
子
　
92
歳
　
渡
辺
　
浩
男
　
長
浜

渡
辺
　
久
也
　
94
歳
　
渡
辺
　
　
昇
　
西
湖
西

渡
辺
　
虎
夫
　
79
歳
　
渡
辺
小
夜
子
　
西
湖
西

渡
辺
た
つ
江
　
77
歳
　
渡
辺
　
英
樹
　
西
湖
南

小
林
　
謹
一
　
92
歳
　
小
林
ヒ
ト
ヱ
　
精
進

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

渡
邊
　
陽
介 

 

＝ 
 

高
木
　
千
春
　
船
津

　
足
　
和
浩 

 

＝ 
 

池
谷
真
由
美
　
船
津

古
屋
　
昌
之 

 

＝ 
 

岩
波
　
真
由
　
小
立
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

2
0
0
6
年
1
0
月
 
N
o
.
3
5
広
報
富
士
河
口
湖

発
行
/
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
役
場

編
集
/
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
企
画
課

〒
401-0392　

T
E
L
 
0
5
5
5
-
7
2
-
6
0
2
3

http://w
w

w
.tow

n.fujikaw
aguchiko.yam

anashi.jp/
kikaku@tow

n.fujikaw
aguchiko.lg.jp

地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　�２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

★この他にもいろんな企画を準備しています。10月中旬には詳しい内容のチラシをお届けします。

　今のうちに11月5日は、誕生日イベントに行く日として空けておいて下さい。

只今メイン企画がぞくぞく！！

（オープニングに自分の夢・町の夢を書いて、風船に乗せて飛ばしていただきます。

　このメッセージを書いてくれた人、先着？百名の皆さんに、ケーキをプレゼントします。

　この受付は、当日朝9時30分～10時15分まで。）

　西関東吹奏楽コンクール県予選で金賞を獲得し、西関東吹奏楽コンクールで銀賞に輝　

いた湖南中吹奏楽部の皆さんがオープニングにその音色を聞かせてくれます。

（産まれたての小立林地区の「林みち囃子」と東京中央

　区日本橋浜町ばやし保存会子供連がそれぞれのお囃子

　で祭りを盛り上げます。）

　ー日本橋浜町ばやし子供連は、江戸の伝統芸能である「祭
　り囃子」を週1回、笛・大太鼓・小太鼓・鉦など、一生懸命
　お稽古しています。中央区の大江戸祭りや各地の祭礼・納涼

　会・イベント等でその「祭り囃子」を披露しています。ー

（ファームフェスティバルが開催されている富士ケ嶺や文化祭の展示発表がされている　

勝山ふれあいセンターにもいけます。

日本橋浜町ばやし保存会子供連

先着？百名に誕生日ケーキをプレゼント！先着？百名に誕生日ケーキをプレゼント！

西関東でナンバー2の湖南中吹奏楽部がオープニング！西関東でナンバー2の湖南中吹奏楽部がオープニング！

子ども囃子共演！！子ども囃子共演！！

町内巡回バスがあなたをお迎えに参ります。町内巡回バスがあなたをお迎えに参ります。

（町内の各種団体や企業さんなどから協賛いただいたいろんな景品が当たります。

　最後は、テーマ曲？を皆さんで大合唱します！）

（町内の各種団体や企業さんなどから協賛いただいたいろんな景品が当たります。

　最後は、テーマ曲？を皆さんで大合唱します！）

人形劇、児童劇、本の読み聞かせ、大型紙芝居、村歌舞伎などが

中央公民館ホールで演じられます。

人形劇、児童劇、本の読み聞かせ、大型紙芝居、村歌舞伎などが

中央公民館ホールで演じられます。

エンディングは、お楽しみ大抽選会、そしてテーマ曲の大合唱！エンディングは、お楽しみ大抽選会、そしてテーマ曲の大合唱！

たくさんの出店と古本市が皆さんのお腹や心をいやします！たくさんの出店と古本市が皆さんのお腹や心をいやします！

企画2

企画3

企画4

企画5

企画6

企画7


